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令和６年４月 

小笠原村医療課  
  

小笠原村の医療  



 

〔 小 笠 原 諸 島 の 位 置 〕  

     
 

〔 小 笠 原 村 の 医 療 の 組 織 図 〕  
 

 

 

 

 

 

 

 

医療課 

診療所係 

村立小笠原村診療所 村立小笠原村母島診療所 

小 笠 原 村 

所在地 

 

所在地 

は じ め に 

小笠原村の行政区域 

日本の最東端 

日本の最南端 



  
 

 父 島 母 島 

名  称 小 笠 原 村 診 療 所 小 笠 原 村 母 島 診 療 所 

 

診療所沿革 

昭和４３年６月 

小笠原諸島が米国から日本に返還されたこ 

とに伴い、米軍の診療所を引き継いで開設 

昭和５３年５月 

 施設の老朽化に伴い、診療所を整備、開設 

平成２２年５月 

 施設の老朽化に伴い、介護施設と一体となっ

た現診療所を整備、開設。 

昭和４７年１０月 

小笠原諸島が米国から日本に返還されたこ

とに伴い、鉄骨プレハブ造の診療所を開設 

平成６年４月 

 施設の老朽化に伴い、現診療所を整備、開設 

開設年月日 平成２２年５月１日開設 

（開設者 小笠原村長） 

平成６年４月１８日開設 

（開設者 小笠原村長） 

 

施設の概要 

鉄筋コンクリート造２階建て 

延床面積 ２,２６８.９６㎡（他施設含む） 

診察室  ３室（医科２室、歯科１室） 

病床数  ９室９床 

鉄筋コンクリート造２階建て 

延床面積 ７４３.３㎡ 

診察室  ２室（医科、歯科各１室） 

病床数  ２室４床 

 

 

 

 

 

ス タ ッ フ 

 

〔医科〕医師  ３名（内、都派遣医師１名） 

    看護師 ９名、助産師 １名 

    薬剤師 １名、Ｘ線技師１名 

    理学療法士  １名 

    臨床検査技師 １名 

    栄養士１名、調理師３名 

〔歯科〕医師、技工士、衛生士 各１名 

〔事務〕課長以下４名 

〔その他〕併任職員（都島しょ保健所） 

⇒Ｘ線技師 

〔医科〕医師  １名（都派遣医師） 

    看護師 ２名 

    助産師 １名 

 

 

 

〔歯科〕医師、衛生士 各１名 

〔事務〕常駐職員なし 

（会計年度任用職員で対応） 

⇒村役場母島支所職員が応援 

 
 

診 療 科 目 
内科、小児科、外科、整形外科、産婦人科、眼

科、耳鼻咽喉科、皮膚科、精神科、歯科 

内科、小児科、外科、整形外科、産婦人科、眼

科、耳鼻咽喉科、皮膚科、精神科、歯科 

 

診 療 日 等 

 

〔診療日〕平日午前 (水曜日は午後もあり) 

〔診療時間〕9:00～12:00 (水曜 14:00～17:00) 

〔受付時間〕8:30～11:00 (水曜 13:30～15:30) 

〔歯科〕上記診療時間と同じ（予約制） 

〔診療日〕平日午前 (水曜日は午後もあり) 

〔診療時間〕9:00～12:00 (水曜 14:00～17:00) 

〔受付時間〕8:30～11:00 (水曜 13:30～15:30) 

〔歯科〕上記診療時間と同じ（予約制） 
 

休 診 日 
土・日曜日、祝日、年末年始 

ただし、急患は随時対応（１１９番体制） 

土・日曜日、祝日、年末年始 

ただし、急患は随時対応（１１９番体制） 

 

診 療 実 績 
(令和５年度) 

〔医科〕 

年間外来患者数 ９，１８９人 

１日平均患者数 ３８．６人（外来 238日） 

 年間入院患者数 ２１人 

 年間入院実日数 １４２日 

〔歯科〕 

年間外来患者数 １，１４２人 

１日平均患者数 ４．８人（外来 238日） 

〔医科〕 

年間外来患者数 ２，９３４人 

１日平均患者数 １２．３人（外来 238日） 

 年間入院患者数  ７人 

 年間入院実日数 ９日 

〔歯科〕 

年間外来患者数 １,５６４人 

１日平均患者数 ６.６人（外来 238日） 

 

参  考 

 

(各診療所の 

外観) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．診療所の概要 



 

 

 

  ≪医科≫ 

   ＣＴ・Ｘ線装置、ポータブルレントゲン、超音波診断装置、人工呼吸器、除細動装

置、心電計、血算・生化学検査器、吸引装置、電子内視鏡、患者監視装置、間歇牽引

装置、３次元眼底像撮影装置、オージオメーター、喉頭鏡、血液ガス分析装置(小型)

ほか 

  ≪歯科≫ 

   診療ユニット、歯科Ｘ線ＣＴ装置、パノラマＸ線装置、歯科技工器材ほか 

 

 

専門医による診療提供の機会として、平成１４年度から専門診療を実施している。 

診療科目及び実績は次のとおり。 
 

〔診療科目〕(1)眼 科   … 年２回 いちべ眼科から招聘 

         (2)耳鼻咽喉科 … 年２回 昭和大学病院から招聘 

(3)皮膚科   … 年１回 東京医科大学病院から招聘 

(4)整形外科  … 年１回 武蔵野赤十字病院から招聘 

(5)産婦人科  … 年６回 個人医師を招聘（Ｈ２０以前は年４回） 

(6)小児科   … 年２回 東京慈恵会医科大学病院から招聘 

(7)精神科   … 年３回 個人医師を招聘（Ｈ２５より開始） 

(8)内視鏡   … 年１回 個人医師を招聘（Ｒ１より開始） 
 

【令和５年度診療実績（受診者数）】 

科 目 父 島 母 島 合 計 備 考 

眼 科    （４月） １６０ ４８ ２０８  

眼 科   （１０月） １４３ ５０ １９３  

耳鼻咽喉科  （６月） １０７ ２３ １３０  

耳鼻咽喉科 （１１月） ９９ ３６ １３５  

皮 膚 科   （９月） ９９ ２６ １２５  

整形外科   （１月） ８０ １６ ９６  

産婦人科  (年６回) ２８５ ７４ ３５９  

小児科  (6月,12月) １６ １ １７  

消化管内視鏡 （２月） ― ― ― 未実施 
 

 
 

産科医師の確保、分娩体制の問題等により島内での出産はできない状況となってい 

る。また、内地出産のため上京する際は、妊婦に係る定期船乗船の制限があるため、 

妊娠８ヵ月の時点で上京せざるを得ず、内地での長期滞在が余儀なくされ、精神的・ 

経済的に負担が大きい。そのため、村では内地での出産に対し財政的支援を行ってい 

る。妊婦数は、例年約２０人前後である。 

 〔内地出産への支援〕 

  ①出産支援金の支給（４３万円） 

    ②出産費用一時貸付の実施（国民健康保険加入者に限る） 

    ③分娩及び長期宿泊滞在が可能な病院の確保、紹介 

  〔妊婦･産婦への支援〕 

    ④産婦人科専門診療の年６回の実施 

    ⑤小児科専門診療の年２回の実施 

⑥母子保健事業の充実 

⑦助産師・保健師による相談、指導の充実 

４．島内出産 

３．専門診療 

２．医療機器（主なもの） 



 

 
 

  小笠原村～東京間の交通手段は、約６日に１便、片道２４時間の定期船「おがさわ 

ら丸」しかなく、当村診療所で対応できない救急患者が発生した場合は、東京都を通じ、 

海上自衛隊のヘリコプター及び航空機等を要請し、都内病院へ搬送していただいている。 

急患搬送は、村民のほか観光客、仕事での来島者、近海で操業中の他県の漁業従事 

者、遠洋航海の船員の患者も少なくなく、外国船籍の乗組員を搬送することもある。 

  急患搬送の現在の運用は、硫黄島の海上自衛隊のヘリコプターにより患者を硫黄島に 

搬送し、滑走路を有する硫黄島の基地から航空機等で内地医療機関に搬送される。 
  

【過去１０年間の救急患者搬送実績】 

 

 

年度 

年 間 搬 送 実 績 
 島 別 内 訳 

(内) 父 島 母 島 硫黄島他 

件数 人数 
病院収容までの 

平均所要時間 

夜間 

件数 
件数 (夜間) 件数 (夜間) 

件数 

（夜間） 

Ｈ２６ ２３ ２７ ９時間２４分 (８) １７ (６) ５  (２)   １ 

Ｈ２７ ３１ ３４ ９時間２７分 (１４) ２２ (１１) ４  (１)   ５(2) 

Ｈ２８ ２１ ２３ １０時間２４分 (８) １５ (５) ５  (３)   １ 

Ｈ２９ ２５ ２８ ８時間４５分 (１２) １９ (１０) ４  (１)   ２(1) 

Ｈ３０ ２４ ２８ ９時間１８分 (１３) １２ (８) ９  (５)   ３(0) 

Ｒ１ ２３ ２３ ９時間２０分 (９) １６ (７) ５  (２)   ２(0) 

Ｒ２ １８ ２０ １０時間１４分 (６) １１ (４) ４  (０)   ３(2) 

Ｒ３ ２８ ２９  ９時間１０分 (９) ２１ (７) ５  (２)   ２(0) 

Ｒ４ ２０ ２０ ９時間２７分 (６) １７ (６) ２  (０) １(0) 

Ｒ５ ２３ ２４ ９時間２０分 (７) １８ (６) ５  (１) ０(0) 

 

〔搬送経路〕 
 

 
   ［救急車］      ［飛行艇］       ［飛行艇］     ［救急車］ 

 収容病院       厚木基地        硫黄島    羽田空港    収容病院 

 添乗医師      又は羽田空港 ３時間   患者受渡し     又は厚木基地      患者収容 

   

 

                        ［救難ヘリ］ 

                         約 1 時間 15 分 

 

                      父島・母島  

  患者受渡し 

 

【夜間搬送運用開始】 父島 平成１３年５月 ９日 

母島 平成１４年５月１５日 
 

 

 

 

 

 

 

 

５．急患搬送 



 

 

 

 

   当村は、日本国の南方海域に位置していることから、当村診療所には、南方域にお 

いて操業する他県船籍の漁船、作業船、調査船、実習船などのほか、外国船籍の漁船等 

の患者が、救急で受診するケースもある。 

  【過去１０年間の救急受診実績】 

 

 

年度 

年 間 受 診 実 績 
船 籍 別 内 訳 

外国船 日 本 船 

件数 人数 内地搬送 漁船 漁船 作業船 調査船 実習船 その他 

Ｈ２６ １２ １２ ０ ０ 9(9) １(1) ０ １(1) １ 

Ｈ２７ １９ １９ １件１名 ２(2) 15(15) １(1) ０ １(1) ０ 

Ｈ２８ １０ １０ ０ １(1) 8(8) １(1) ０ ０ ０ 

Ｈ２９ １４ １４ ０ ０ 13(13) ０ ０ １(1) ０ 

Ｈ３０ １２ １２ ０ ０ 9(9) ２(2) ０ １(1) ０ 

Ｒ１ １１ １１ ０ ０ 10(10) ０ ０ １(1) ０ 

Ｒ２ ２０ ２０ １件１名 ０ 10(10) １(1) ０ ９(9) ０ 

Ｒ３ ８ ８ ０ ０ 1(1) ０ １(1) ６(6) ０ 

Ｒ４ ３ ３ ０ ０ 1(1) ０ １(1) １(1) ０ 

Ｒ５ ２ ２ ０ ０ 0(0) ０ ０ ０ ２(2) 

(  )内は人数 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 

 

６．外国船・他県船の救急受診状況

県 

問合せ先】小笠原村医療課（小笠原村診療所内） 

E-mail hospi@vill.ogasawara.tokyo.jp http://www.ogasawaraclinic.jp 

 

 小笠原村診療所  〒100-2101東京都小笠原村父島字清瀬 

TEL 04998(2)3800  FAX 04998(2)2768 
     

小笠原村母島診療所 〒100-2211 東京都小笠原村母島字元地 

TEL 04998(3)2115   FAX 04998(3)2107 

参考：救難飛行艇 ＵＳ-２ 参考：救難ヘリ ＵＨ-６０Ｊ 

mailto:hospi@vill.ogasawara.tokyo.jp

